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Ohi Town Assembly Official Report

歳出

歳出  126億4490万円

9月3日から4日にかけて予算決算常任委員会で審査を行い、
町財政の健全性を確認しました。

歳入  130億6429万円

歳入
自主財源
58.1%

依存財源
41.9%
依存財源
41.9%

町税（42.9%）
56億589万円

総務費（19.3%）
24億4216万円

民生費（16.6%）
21億620万円
民生費（16.6%）
21億620万円

教育費（16.7%）
21億846万円

（12.9%）商工費（12.9%）
16億2813万円
商工費（12.9%）
16億2813万円

農林水産業費（9.5%）
11億9915万円
農林水産業費（9.5%）
11億9915万円
農林水産業費（9.5%）
11億9915万円

（11.6%）土木費（11.6%）
14億6192万円
土木費（11.6%）
14億6192万円

繰入金（9.4%）
12億2686万円

国庫支出金（19.8%）
25億8561万円
国庫支出金（19.8%）
25億8561万円

県支出金（17.5%）
22億9283万円
県支出金（17.5%）
22億9283万円

地方交付金（0.6%）　7816万円
地方消費税交付金（1.7%）　2億2231万円

その他依存財源（2.3%）　2億9953万円

消防費（2.3%）　2億9795万円
衛生費（8.1%）　10億2441万円

公債費（1.3%）　1億6971万円
議会費（0.9%）　1億1112万円

災害復旧費（0.4%）　4761万円
労働費（0.4%）　4810万円

繰越金（2.1%）
2億7263万円

諸収入（1.5%）
1億9823万円

財産収入（1.6%）
2億670万円

その他自主財源（0.6%）
7554万円

130億6429万円126億4490万円
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（単位：万円）

区　　　分
歳　　　入 歳　　　出 純 計 額

歳入歳出
差 引 額総額 他会計繰入金 純計額 総額 他会計繰出金 純計額

後 期 高 齢 者 医 療 11,663 2,834 8,829 11,642 0 11,642 △2,813
国 民 健 康 保 険 87,862 6,025 81,837 87,853 0 87,853 △6,016
国 民 健 康 保 険 診 療 9,947 669 9,278 9,947 0 9,947 △669
介 護 保 険 97,352 16,580 80,772 96,464 0 96,464 △15,693
介 護 サ ー ビ ス 708 351 357 708 0 708 △351

合　　　　計 207,532 26,459 181,073 206,614 0 206,614 △25,542

特集9月定例会議

決算決算をを認定認定

【数値について】
※ 金額は万円単位で表しているため合計と一致しない
場合があります。
※（　）内は構成比率です。
※ 円グラフ、表の金額および率は、各項目で四捨五入
しているため合計があわない場合があります。

特 別 会 計

令和6年度

■財源のうち主な原発関連収入
（歳入全体の58.6％）

項　　目 金　　額
町 　 　 税 4,706,144千円
国 庫 支 出 金 1,689,850千円
県 支 出 金 1,261,748千円
合 　 　 計 7,657,742千円
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（単位：万円）公営企業会計 区　　　分 収　入 支　出 差引額

簡易水道事業 収益的収支 34,168 31,493 2,675
資本的収支 20,541 19,003 1,538

下 水 道 事 業 収益的収支 50,630 48,927 1,703
資本的収支 29,367 29,895 △528
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▍一般会計

総務費 31万9864円
地域振興や一般事務に使うためのお金

教育費 27万6157円
学校教育や社会教育などに使うためのお金

民生費 27万5861円
各種福祉事業を行うためのお金

商工費 21万3246円
観光や商工業の振興に使うためのお金

土木費 19万1476円
道路やまちづくりなどに使うためのお金

農林水産業費 15万7060円
農業や林業の振興に使うためのお金

衛生費 13万4173円
町民の健康管理やごみ処理に使うためのお金

消防費 3万9024円
消防施設や消防団運営に使うためのお金

公債費 2万2228円
町の負債の元金や利子の返済に使うためのお金

議会費 1万4554円
町議会の運営を行うためのお金

その他 1万2537円

合　計 165万6180円

監査委員から提出された意見書より抜粋
令和6年度決算から見る本町の財政状況は一定の健全性を保っ
ているものの、急速に進む人口減少による税収の減少、公共施
設の老朽化に伴う維持管理費の増加、さらには世界的な不安定
要因による物価高や円安などが財政の圧迫要因となっています。
頻発・激甚化する自然災害や、感染症の再拡大などの突発的な
事象に対する備えも不可欠であり、財政面からの柔軟な対応力
を確保していくことが求められます。
こうした状況を踏まえ、持続可能な財政基盤を確立するため
には、従来から進められている「公共施設等総合管理計画」に
基づく計画的かつ総合的なマネジメントを確実に実行し、新た

な財源の確保や国・県の制度を有効に活用するなど、効率性や
有効性を十分に考慮した事業運営を行う必要があります。その
際には、事業の優先順位を的確に見極め、限られた財源を最大
限に生かす工夫が求められます。
簡易水道事業会計については、費用を抑えつつ安定的に経営
がなされている一方、料金収入が必要経費を十分に賄えていな
い現状が課題であり、漏水対策や老朽管の更新など、計画的な
維持管理を着実に進めるとともに、収益基盤の安定化が求めら
れます。下水道事業会計については、経常収支の面では健全性
が確保されているものの、依然として料金水準と事業コストと
の乖離が見られ、一般会計の繰入に依存しない経営体制の確立
が重要となります。

町民一人当たりの歳出決算額
（令和7年3月末の人口7,635人で算出）

126億円はこう使われた！
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●�入学等応援事業
1181万7千円

　児童及び生徒の入学、卒業に対して家庭の負
担軽減と児童等の健全な育成支援のための給
付金
小学校入学時3万円　R6：76人　R7：62人
中学校入学時5万円　R6：77人　R7：71人
中学校卒業時7万円　R6：67人　R7：91人

●�町費負担教員配置事業
6125万2千円

　児童・生徒の個々にあった、きめ細やかな指
導及び気がかりな児童生徒に寄り添い、行き届
いた生活・学習支援を実施（14名配置）

問�町費負担教員数に対して、町の今後の考え方は
答�県へ要望しつつ、町費負担講師の確保も進めなが
ら両にらみで健全な学校運営ができ、子供たちを
健やかに育てていけるよう力を尽くしていく

●�給食センター事業
1億138万7千円

　児童生徒の健康増進・体力向上のため、栄養
バランスのとれた給食を提供
給食回数198回/年

●�にこにこ赤ちゃん応援事業
553万円

　伴走型の相談支援と併せて、妊娠届時と出
産届出後に5万円の現金支給等の助成を実施

●�子育て世代包括支援センター運営事業
424万6千円

　子育て家庭や妊産婦に対し、支援事業の情
報提供及び総合的相談支援を実施

●�児童手当支給事業
1億3816万6千円

　家庭生活の安定と児童の健やかな成長への
制度拡充
・支給対象…高校生まで
・額拡充支給月額
3歳未満	 第1、2子：	 15,000円
	 第3子：	 30,000円
3歳～高校生	 第1、2子：	 10,000円
	 第3子：	 30,000円

●�認定こども園運営委託事業
　大 飯 地 区
3認定こども園� 3億7102万円

●�名田庄こども園運営事業
5335万6千円

●�こども家族館管理運営事業
1億3033万2千円

　こども家族館は県の施設で、町が指定管理と
して維持管理費用を負担し運営

●�子育て支援医療費助成事業
3162万1千円

　子どもの健やかな成長と、保護者の医療費負
担の軽減

令和6年度 町の予算は主にこ のように使われました

●�進学サポート事業
4183万5千円

　就学意欲のある若者の未来を応援するため、
国内の大学などに在学する者を扶養する保護者
への経済的支援を実施
　前期支給：174人　後期支給：175人

●�学校ICT教育推進事業
8612万3千円

　児童生徒の学びの環境を整備し、学習意欲
及び学習理解の向上のための電子黒板の更新

子育子育てて応援応援
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令和6年度 町の予算は主にこ のように使われました

防犯カメラ

●排水路管理事業
2277万7千円

　快適な住環境整備のため排水路整備工事の
実施

●道路維持補修事業
2億2002万7千円

　道路交通の安全性と利便性を図るため、適時
老朽化している町道路線を補修
トンネル照明設備更新、維持補修、舗装

●漁港施設整備事業
3億7393万2千円

・漁港施設の健全性詳細調査の実施
・大島河村地区の防波堤整備工事
・日角浜船揚場レール改修工事

●林道管理事業
7958万4千円

　林道橋の維持補修を行い、林道利用者の安
全性を確保するための補修

●河川維持補修事業
2165万円

　河川機能の維持および施設の改修を行い、災
害の未然防止と被害の軽減を図る

問�豪雪時に国の特別交付金の申請が出来るのか
答�除雪に係る経費は社会資本整備交付金を充当

●�バス対策事業
1億1290万2千円

　路線バス運行経費の助成や、大飯・名田庄地
域におけるデマンドバスの運行による交通体系
の充実
・デマンドバス運行委託	 5056千円
・地方バス路線維持費補助金	 5830千円

問�自家用有償旅客運送に希望している団体は
答申し出ている事業者は現在のところない

●防災対策事業
9018万5千円

・�防犯監視カメラ2箇所設置
・�原子力防災では、10月の福井県原子力総合
防災訓練で大飯発電所3号機での発災を想
定しPAZ/UPZ圏内住民の、兵庫県への広
域避難訓練の実施
・�自主防災組織率48組織（76.2％）�
（令和6年度新規設立3組織）
・�避難所の環境整備のための資材購入
ワンタッチ式パーテーション	 293張
簡易ベッド	 293台
防災倉庫更新（ふるさと交流センター）	 1箇所

問�避難所での一番の困りごとはトイレ問題で、トイ
レバスの整備は出来ないか

答�必要性の認識はある、県が試行的に始めたので、
課題意識をもって検討していく

●交通対策事業
913万2千円

・�交通安全教室の開催、交通安全施設等の� �
整備
・�運転免許自主返納等支援
　実績：支援決定者	 45人
　　　デマンドバス延べ利用者	 4851人
　　　タクシー券利用枚数	 628枚

安全安心安全安心
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令和6年度 町の予算は主にこ のように使われました

■□■□ 水 産 業 □■□■

●藻場造成事業	 1502万6千円
　成魚の産卵場や稚魚の成育場所となるアマモ場の造成を実施
　実績：600ヘクタール

●「お～い★さかな君」発掘・育成事業	 50万8千円
　新たに漁業従事者となる若者への支援
　実績：ふくい水産カレッジ新規入校者1名

■□■□ 林 業 □■□■

●森林整備地域活動支援交付金事業� 900万円
　所有者などによる境界確認およびGPS測量により、森林境界情報の�
保全を実施
　実績：�201.08ヘクタール  3地区（久保区、父子区、名田庄納田終区）

●町行分収造林事業� 2656万9千円
　森林整備を行うため、皆伐、木材運搬、素材販売を実施
　実績：�皆伐5.33ヘクタール　間伐4ヘクタール　名田庄染ヶ谷地係木材運搬の様子

藻場造成事業

■□■□ 農 業 □■□■

●農業活性化支援事業	 2789万円
　認定農業者や農業法人などの機械設備整備などに対しての支援
　実績：認定農業者7　農業法人2　営農組合2

●米の品質向上対策事業	 2258万2千円
　土づくりに対する支援
　実績：約401ヘクタール

●有害獣侵入防止柵設置事業	 439万3千円
　農家が行う猿害ネット柵などの設置に対する支援
　実績：猿害等対策資材費補助16件

●多面的機能支払事業	 3217万6千円
　農地などの維持管理と地域の自然や景観などを守るための地域活動
に対する支援
　実績：大飯地域20組織　名田庄地域10組織

猿害ネット柵

機械設備整備支援

農林水産業農林水産業
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4202万5千円

・�生活応援消費拡大キャンペーン（第2弾）の実施��
1人5000円うみりんカードポイント付与

●�観光振興対策事業
1億2358万9千円

・�地域活性化イベント（大火勢、星のフィエスタ） 
うみんぴあフェスタへの補助� �
スーパー大火勢は30周年特別企画として「野
外音楽祭オトノヒ」を実施
・�町内観光施設共通デジタルサイネージを4台
（赤礁埼オートキャンプ場、情報交差点ぽーたる、
八ヶ峰家族旅行村、名田庄あきない館） 整備

●�観光2次交通利用促進事業
376万9千円

・�電動アシスト自転車を若狭本郷駅、若州一滴
文庫にも導入

●�うみんぴあ大飯事業
5億2090万3千円

・�ＰＦＩ事業契約に基づき、うみんぴあ大飯パー
トナーズ（株） において、オーシャンリゾートホ
テル＆スパうみんぴあの管理運営

●�企業振興対策事業
7億9789万6千円

・�しごとみらい産業団地の1区画を（株） TVE
に分譲
・�誘致パンフレットなどの作成、新聞、雑誌への
広告PRを実施
・�尾内と名田庄西谷に誘致した植物工場に誘
致補助金、企業立地助成金を支出

●�SEE SEA PARK管理運営事業
9680万8千円

・�チャレンジショップの管理運営
・�オープン2周年記念イベントの実施

令和6年度 町の予算は主にこ のように使われました

商工観光商工観光
野 外 音 楽 祭 オ ト ノ ヒ

しごとみらい産業団地
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特 

集

活
動
報
告

一
般
質
問

追 

跡

審
議
内
容

令和７年7月臨時会議　議案審議結果
議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託・審査 議決結果 参照先

議案第35号 工事請負変更契約の締結について（大飯中学校校舎等改修工事） 〈全協〉 原案可決 P9

令和７年9月定例会議　議案審議結果
議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託・審査 議決結果 参照先

報告第11号 令和6年度決算に基づくおおい町健全化判断比率の報告について ── 承　　認

P9

報告第12号 令和6年度決算に基づくおおい町資金不足比率の報告について ── 承　　認

認定第 1号 令和6年度おおい町一般会計及び5特別会計歳入歳出決算の
認定について

〈予算〉
認　　定

議案第36号 令和6年度おおい町簡易水道事業会計及びおおい町下水道事業会計
の決算の認定及び剰余金の処分について 原案可決

議案第37号 おおい町研修交流施設の設置及び管理に関する条例の制定について

〈総務〉

原案可決

議案第38号 おおい町議会議員及びおおい町長の選挙における選挙運動の公営に
関する条例の一部改正について 原案可決

議案第39号 おおい町職員の育児休業等に関する条例及びおおい町職員の
勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 原案可決

P10

議案第40号 おおい町町税条例の一部改正について 原案可決

議案第41号 おおい町総合運動公園の設置及び管理に関する条例の一部改正に
ついて 原案可決

議案第42号 おおい町流星館の設置及び管理に関する条例の一部改正について

〈産建〉

原案可決
議案第43号 おおい町簡易水道事業等給水条例の一部改正について 原案可決

議案第44号 おおい町特定環境保全公共下水道事業条例及びおおい町農業集落排
水処理施設等の管理に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第45号 令和7年度おおい町一般会計補正予算（第2号）

〈予算〉

原案可決
議案第46号 令和7年度おおい町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決
議案第47号 令和7年度おおい町国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決
議案第48号 令和7年度おおい町国民健康保険診療事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決
議案第49号 令和7年度おおい町介護保険事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決
議案第50号 令和7年度おおい町簡易水道事業会計補正予算（第1号） 原案可決
議案第51号 令和7年度おおい町下水道事業会計補正予算（第1号） 原案可決

P11

議案第52号 動産の取得について（公立学校情報機器（児童生徒用タブレット端末））

〈総務〉

原案可決

議案第53号 損害賠償の額を定めることについて
（障がい者福祉システムサーバ賃貸借契約の中途解約） 原案可決

議案第54号 損害賠償の額を定めることについて 
（介護保険情報管理システムサービス利用業務契約の一部中途解約） 原案可決

議案第55号 工事請負契約の締結について
（急傾斜地崩壊対策工事（河村（狭間）地区）） 〈産建〉 原案可決

議案第56号 動産の取得について 
（保健・医療・福祉総合施設 医療情報画像保管システム）

〈総務〉
原案可決

議案第57号 動産の取得について 
（総合町民センター外 設置型ベビーケアルーム） 原案可決

議案第58号 令和7年度おおい町一般会計補正予算（第3号）
〈予算〉

原案可決
議案第59号 令和7年度おおい町簡易水道事業会計補正予算（第2号） 原案可決
議案第60号 工事請負契約の締結について（こどもの遊び場整備工事）

〈総務〉

原案可決

議案第61号 工事請負契約の締結について 
（おおい町総合運動公園合宿施設（研修棟）建設工事） 原案可決

議案第62号 工事請負契約の締結について 
（おおい町総合運動公園合宿施設（宿泊棟）建設工事） 原案可決

請願第 3号 パレスチナにおける人道危機への対応を日本政府に求める意見書の
提出に関する請願 趣旨採択

発議第 1号 北陸新幹線の早期全線開業を求める意見書について ── 原案可決
── 議員派遣報告および議員派遣 ── 報告および派遣
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特 

集

活
動
報
告

一
般
質
問

追 
跡

審
議
内
容

■賛否が分かれた議案
寺井 高本 中西 屋敷 田中 堤 細川 原田 辻 尾谷 猿橋啓 今川 猿橋巧

認定第 1号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ 欠 ○ ●
議案第40号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ 欠 ○ ●
議案第43号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ 欠 ○ ●
議案第44号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ 欠 ○ ●
請願第 3号 ● ○ ○ ● ○ ● ○ ─ ● ● 欠 ○ ○
○は賛成、●は反対、除は除斥、退は退席、欠は欠席　（原田議長は採決に加わらない）

７
月
臨
時
会
議

令
和
７
年
７
月
22
日

９
月
定
例
会
議

令
和
７
年
９
月
2
日
〜
22
日

■
審
議
内
容

７
月
臨
時
会
議
に
付
議
さ

れ
た
、
議
案
１
件
を
審
査
し

た
。■

議
案
審
議

工
事
請
負︵
変
更
︶

契
約
を
可
決

●
議
案
35
号
︿
全
協
﹀

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
︵
大
飯
中
学
校
校

舎
等
改
修
工
事
︶

　
外
壁
の
改
修
に
お
い
て
、

補
修
箇
所
を
増
工
し
、
自
転

車
小
屋
を
撤
去
、
プ
レ
ハ
ブ

型
の
自
転
車
小
屋
を
新
設
す

る
な
ど
の
工
事
を
追
加
す
る

も
の
。

・
変
更
契
約
金
額

２
４
８
３
万
８
千
円

・
変
更
後
契
約
金
額

３
億
７
２
４
１
万
６
千
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

時
岡
組

【
全
会
一
致
・
可
決
】

■
審
議
内
容

　
９
月
定
例
会
議
に
付
議
さ

れ
た
、
報
告
２
件
、
認
定
１

件
、
議
案
27
件
、
請
願
１
件
、

発
議
１
件
を
審
査
し
た
。

報
告
事
項
を
承
認

■
報
告
事
項

●
報
告
11
号

令
和
６
年
度
決
算
に
基
づ
く

お
お
い
町
健
全
化
判
断
比
率

の
報
告
に
つ
い
て

　
実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実

質
赤
字
比
率
・
実
質
公
債
費

比
率
・
将
来
負
担
比
率
は
、

い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基
準

を
下
回
り
良
好
な
状
態
で
あ

る
。

・
実
質
公
債
費
比
率
１
・
３

・
そ
の
他　
算
定
さ
れ
ず
。

【
全
会
一
致
・
承
認
】

●
報
告
12
号

令
和
６
年
度
決
算
に
基
づ
く

お
お
い
町
資
金
不
足
比
率
の

報
告
に
つ
い
て

　
特
別
会
計
に
お
い
て
資
金

不
足
比
率
は
算
定
さ
れ
ず
、

い
ず
れ
も
経
営
健
全
化
基
準

の
20
％
を
下
回
り
良
好
な
状

態
で
あ
る
。

【
全
会
一
致
・
承
認
】

■
決
算
認
定
、
議
案
審
議

令
和
６
年
度
決
算

の
認
定 

及
び 

剰
余
金

の
処
分
を
可
決

●
認
定
１
号
︿
予
算
﹀

令
和
６
年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
及
び
５
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
一
般
会
計
及
び
５
特
別
会

計
の
決
算
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
法
第
２
３
３
条
第
３
項

の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
認

定
を
求
め
る
も
の
。

討　
論

○
反
対 

猿
橋　
巧　
議
員

　
町
税
に
お
い
て
滞
納
繰
越

金
と
人
数
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
は
、
税
納
入
の
不
公
平

感
と
収
納
徴
収
努
力
不
足
が

見
て
取
れ
る
。
原
子
力
予
算

に
依
存
し
た
財
政
運
営
は
改

め
る
べ
き
で
あ
る
た
め
反
対

す
る
。

○
賛
成 

中
西 

秀
和 

議
員

　
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
日

本
一
と
標
榜
す
る
子
育
て
世

帯
へ
の
手
厚
い
支
援
や
将
来

を
見
据
え
た
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
な
ど
を
適
切
に
行
っ
て
お

り
、
財
政
力
指
数
も
前
年
度

よ
り
も
増
加
し
、
財
政
が
健

全
で
あ
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

【
賛
成
多
数
・
認
定
】

●
議
案
36
号
︿
予
算
﹀

令
和
６
年
度
お
お
い
町
簡
易

水
道
事
業
会
計
及
び
お
お
い

町
下
水
道
事
業
会
計
の
決
算

の
認
定
及
び
剰
余
金
の
処
分

に
つ
い
て

　
２
公
営
企
業
会
計
の
決
算

及
び
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い

て
、
地
方
公
営
企
業
法
第
４

条
及
び
地
方
公
営
企
業
法
第

32
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ

き
議
会
の
認
定
及
び
議
決
を

求
め
る
も
の
。

※ 

主
な
事
業
や
質
疑
内
容
は
Ｐ
２

〜
Ｐ
７
（
特
集
）
に
記
事
有
り
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

条
例
の
制
定
と 

改
正
を
可
決

●
議
案
37
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
研
修
交
流
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
及
び
文

化
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
成
和
地
係
に
整
備
を
行

う
「
お
お
い
町
研
修
交
流
施

設
」
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
38
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
議
会
議
員
及
び
お

お
い
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
営
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
町
村
議
会
議
員
選
挙
及
び

町
村
長
選
挙
に
お
け
る
、
選

挙
運
動
の
公
営
に
要
す
る
経

費
の
う
ち
、
選
挙
運
動
ビ
ラ

及
び
選
挙
運
動
用
の
ポ
ス

タ
ー
作
製
経
費
の
限
度
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
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追 
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議
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い
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
39
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
及
び
お
お

い
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
育
児
時
間
の
多
様
化
及
び

育
児
に
か
か
る
両
立
支
援
制

度
を
利
用
し
や
す
い
勤
務
環

境
の
整
備
に
関
し
て
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
40
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
町
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
及
び
地
方
税
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
41
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
総
合
運
動
公
園
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
「
お
お
い
町
研
修
交
流　
　

施
設
」
の
設
置
に
伴
い
、
小

堀
地
係
に
あ
る
合
宿
所
「
ス

ポ
ー
ツ
ロ
ッ
ジ
栄
光
」
を
廃

止
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
42
号
︿
産
建
﹀

お
お
い
町
流
星
館
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　
利
用
料
金

の
上
限
額
の

改
定
及
び
か

や
ぶ
き
の
家

の
廃
止
に
伴

う
改
正
を
行

う
も
の
。

主
な
質
疑

問
今
回
の
改
正
に
よ
る

運
営
上
の
効
果
は
。

答

 

上
限
額
を
引
き
上
げ

る
こ
と
に
よ
り
、
余

裕
を
持
っ
た
料
金
設
定
が
可

能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
も
工
夫
が
で

き
、
経
営
の
向
上
に
繋
げ
て

い
き
た
い
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
43
号
︿
産
建
﹀

お
お
い
町
簡
易
水
道
事
業
等

給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

●
議
案
44
号
︿
産
建
﹀

お
お
い
町
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
事
業
条
例
及
び
お

お
い
町
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
等
の
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
大
規
模
災
害
な
ど
に
お
い

て
、
給
水
装
置
や
排
水
設
備

工
事
を
他
の
市
町
村
の
市
町

村
長
が
指
定
し
た
給
水
、
排

水
設
備
工
事
事
業
者
に
よ
る

実
施
を
可
能
と
す
る
こ
と
及

び
手
数
料
の
改
定
な
ど
を
行

う
も
の
。

主
な
質
疑

問
災
害
復
旧
に
対
応
し

た
、
広
域
的
な
協
定

を
結
ば
れ
て
い
る
の
か
。

答

 

県
主
体
で
上
下
水
道

に
関
す
る
災
害
時
の

協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

●
議
案
43
号

討　
論

○
反
対 

猿
橋　
巧 

議
員

　
開
栓
手
数
料
な
ど
の
増
額

は
、
企
業
会
計
移
行
の
弊
害

で
あ
り
、
反
対
す
る
。

◯
賛
成 

寺
井 

義
孝 

議
員

　
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
、

生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
迅
速

な
対
応
が
可
能
と
な
る
こ
と

か
ら
賛
成
す
る
。

●
議
案
44
号

討　
論

○
反
対 

猿
橋　
巧 

議
員

　
非
常
時
に
他
市
町
村
の
指

定
業
者
が
安
易
に
参
入
す
る

こ
と
と
な
り
、
非
常
時
の
規

定
が
必
要
で
あ
り
反
対
す
る
。

◯
賛
成 
寺
井 

義
孝 

議
員

　
議
案
43
号
と
同
様
に
賛
成

す
る
。

【
両
議
案
共
賛
成
多
数
・
可
決
】

補
正
予
算
を
可
決

●
議
案
45
号
︿
予
算
﹀

令
和
７
年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
２
号
︶

１
７
７
５
万
７
千
円
増
額

︻
主
な
歳
出
内
容
︼

◯ 

放
課
後
児
童
健
全
育
成 

事
業１

８
９
万
３
千
円
増
額

◯
健
康
増
進
事
業

１
６
４
万
５
千
円
増
額

◯
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
事
業

１
０
０
０
万
円
増
額

◯
小
学
校
管
理
事
業

２
０
１
９
万
１
千
円
増
額

◯ 

小
学
校
児
童
輸
送
委
託 

事
業

１
１
６
３
万
円
増
額

主
な
質
疑

問
健
康
増
進
事
業
の
健

診
ウ
ェ
ブ
予
約
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
、
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ど
の
程
度
の
効
果
が

あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答

 

２
割
程
度
の
受
診

が
、
ウ
ェ
ブ
予
約
に

移
行
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
46
号
︵
予
算
︶

令
和
７
年
度
お
お
い
町
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

３
５
万
８
千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
47
号
︵
予
算
︶

令
和
７
年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
第
１
号
︶

７
４
１
万
８
千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
48
号
︵
予
算
︶

令
和
７
年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
診
療
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

２
１
３
万
５
千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
49
号
︵
予
算
︶

令
和
７
年
度
お
お
い
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
︵
第
１
号
︶

１
１
９
１
万
５
千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
50
号
︵
予
算
︶

令
和
７
年
度
お
お
い
町
簡
易
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特 

集

活
動
報
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一
般
質
問

追 
跡

審
議
内
容

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

︵
第
１
号
︶

５
４
２
万
９
千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
51
号
︵
予
算
︶

令
和
７
年
度
お
お
い
町
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
︵
第

１
号
︶

６
７
万
９
千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
58
号
︵
予
算
︶

令
和
７
年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

５
９
６
５
万
５
千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
59
号
︵
予
算
︶

令
和
７
年
度
お
お
い
町
簡
易

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

︵
第
２
号
︶

５
９
６
５
万
５
千
円
増
額

　
大
津
呂
ダ
ム
の
水
位
低
下

に
伴
う
、
本
郷
地
区
の
給
水

対
策
事
業
の
た
め
に
増
額
す

る
も
の
。【

全
会
一
致
・
可
決
】

動
産
の
取
得
を
可
決

●
議
案
52
号
︿
総
務
﹀

動
産
の
取
得
に
つ
い
て
︵
公

立
学
校
情
報
機
器
︵
児
童
生

徒
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
︶︶

　
Ｇ
Ⅰ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
基
づ
き
整
備
を
行
っ
た
小

中
学
生
の
児
童
生
徒
が
使
用

す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
更

新
す
る
も
の
。

・
契
約
金
額

３
５
７
４
万
４
６
１
０
円

・
契
約
の
相
手
方

三
谷
商
事
株
式
会
社

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
56
号
︿
総
務
﹀

動
産
の
取
得
に
つ
い
て
︵
保

健
・
医
療
・
福
祉
総
合
施
設 

医
療
情
報
画
像
保
管
シ
ス
テ

ム
︶

　
保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合

施
設
診
療
所
の
「
医
療
情
報

画
像
シ
ス
テ
ム
」
を
、
更
新

す
る
も
の
。

・
契
約
金
額

２
１
８
３
万
５
千
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

ミ
タ
ス

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
57
号
︿
総
務
﹀

動
産
の
取
得
に
つ
い
て
︵
総

合
町
民
セ
ン
タ
ー
外 

設
置

型
ベ
ビ
ー
ケ
ア
ル
ー
ム
︶

　
指
定
避
難
場
所
と
な
っ
て

い
る
町
内
４
施
設
に
、
設
置

型
ベ
ビ
ー
ケ
ア
ル
ー
ム
を
配

置
す
る
も
の
。

・
契
約
金
額

１
２
０
４
万
２
８
０
０
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

ラ
ボ

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
53
号
︿
総
務
﹀

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て
︵
障
が
い
者
福

祉
シ
ス
テ
ム
サ
ー
バ
賃
貸
借

契
約
の
中
途
解
約
︶

　
関
連
シ
ス
テ
ム
の
契
約
を

解
約
及
び
変
更
す
る
必
要
が

生
じ
た
た
め
、
違
約
金
の
支

払
い
が
発
生
す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
54
号
︿
総
務
﹀

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て
︵
介
護
保
険
情

報
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
利
用

業
務
契
約
の
一
部
中
途
解
約
︶

　
介
護
保
険
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
業
務

の
一
部
を
変
更
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
契
約
を
一
部
中

途
解
約
す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

工
事
請
負
契
約
を

可
決

●
議
案
55
号
︿
産
建
﹀

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て︵
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

工
事 

河
村・狭
間
地
区
︶

　
が
け
崩
れ
に
よ
る
災
害
か

ら
、
住
民
の
生
命
を
保
護
す

る
た
め
の
対
策
を
講
じ
る
も

の
。

・
契
約
金
額

５
９
５
０
万
７
７
７
８
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

こ
ん
ど
う

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
60
号
︿
総
務
﹀

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
︵
こ
ど
も
の
遊
び
場
整

備
工
事
︶

　
さ
き
や
ま
会
館
を
改
修
し

こ
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て
改

修
す
る
も
の
。

・
契
約
金
額

１
億
６
３
０
２
万
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

こ
ん
ど
う

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
61
号
︿
総
務
﹀

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
︵
お
お
い
町
総
合
運
動

公
園
合
宿
施
設
︵
研
修
棟
︶

建
設
工
事
︶

　
お
お
い
町
総
合
運
動
公
園

合
宿
施
設
研
修
棟
の
建
設
を

行
う
も
の
。

・
契
約
金
額

７
億
９
１
１
３
万
４
６
３
０
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

荒
木

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
62
号
︿
総
務
﹀

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
︵
お
お
い
町
総
合
運
動

公
園
合
宿
施
設
︵
宿
泊
棟
︶

建
設
工
事
︶

　
お
お
い
町
総
合
運
動
公
園

合
宿
施
設
宿
泊
棟
の
建
設
を

行
う
も
の
。

・
契
約
金
額

８
億
１
４
８
８
万
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

時
岡
組

【
全
会
一
致
・
可
決
】

請
願
を
趣
旨
採
択

●
請
願
３
号
︿
総
務
﹀

パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
人
道

危
機
へ
の
対
応
を
日
本
政
府

に
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

関
す
る
請
願

【
賛
成
多
数
・
趣
旨
採
択
】

発
議
を
可
決

●
発
議
１
号

北
陸
新
幹
線
の
早
期
全
線
開

業
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
末
ま
で
の
駅
位

置・詳
細
ル
ー
ト
の
公
表
お
よ

び
早
期
の
認
可・着
工
を
行
う

と
と
も
に
、沿
線
自
治
体
に

過
度
な
負
担
が
生
じ
な
い
た

め
の
配
慮
な
ど
早
期
全
線
開

通
を
求
め
る
意
見
書
を
国
会

及
び
関
係
行
政
庁
に
対
し
て

提
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】
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審
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内
容

一
般
質
問

追 

跡

活
動
報
告

「
町
の
課
題
解
決
に
向
け
て
」
中
央
要
望
を
実
施

・
斉
木
武
志　
衆
議
院
議
員

・
小
林
鷹
之　
衆
議
院
議
員

・
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

・
内
閣
府

要
望
内
容

一
.原
子
力
政
策
の
充
実

・ 
原
子
力
発
電
所
立
地
の
地
域
振
興
に
つ

い
て

・ 

電
源
三
法
交
付
金
の
制
度
改
正
に
つ
い

て
・ 

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
早
期
確
立
と
国
民

理
解
に
つ
い
て

・ 

電
力
需
要
と
確
保
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

立
地
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
経
済
振
興

や
雇
用
確
保
。
電
源
三
方
交
付
金
を
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
柔
軟
に
活
用
で
き
る
た

め
の
制
度
改
革
。
最
終
処
分
な
ど
の
バ
ッ

ク
エ
ン
ド
問
題
の
解
決
に
向
け
た
国
民
理

解
。
将
来
必
要
な
電
力
量
の
具
体
的
で
正

確
性
の
あ
る
算
定
を
求
め
ま
し
た
。

三
. 地
方
自
治
体
の
持
続
可
能
性

へ
の
支
援
策

・ 

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
関
係
法
令

の
見
直
し
に
つ
い
て

・ 

医
療
、
福
祉
、
介
護
体
制
の
充
実
へ
の

支
援
に
つ
い
て

・ 

鳥
獣
害
対
策
の
充
実
へ
の
支
援
に
つ
い
て

・ 

大
学
や
行
政
機
能
の
地
方
移
転
に
つ
い
て

人
口
減
少
が
進
む
中
、
全
国
の
自
治
体

で
課
題
と
な
っ
て
い
る
広
域
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
や
医
療
、
福
祉
、
介
護
人
材
の

確
保
に
向
け
た
支
援
。
獣
害
対
策
へ
の
財

源
確
保
や
地
方
の
活
性
化
に
向
け
て
省
庁

移
転
や
大
学
誘
致
に
つ
い
て
要
請
し
ま
し

た
。

お
お
い
町
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

り
ま
す
。

特
に
原
子
力
発
電
所
が
立
地
す
る
町
と

し
て
安
全
・
安
心
を
確
保
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

期
日

■
８
月
27
・
28
日

要
望
者

議　
長 

原
田　
和
美

副
議
長 

堤　
　
満
也

総
務
常
任
委
員
長 

田
中　
秀
樹

産
業
建
設
常
任
委
員
長 

尾
谷　
和
枝

予
算
決
算
常
任
委
員
長 

辻　
　
　
徹

原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
長

 

高
本　
和
良

議
会
運
営
委
員
長 

細
川　
正
博

要
望
先

・
山
崎
正
昭　
参
議
院
議
員

・
滝
波
宏
文　
参
議
院
議
員

・
稲
田
朋
美　
衆
議
院
議
員

・
辻　
英
之　
衆
議
院
議
員

・
波
多
野
翼　
衆
議
院
議
員

二
. 原
子
力
制
圧・避
難
と
、生
命・

生
活
道
路
網
の
早
期
整
備

・ 

原
子
力
災
害
制
圧
の
た
め
の
橋
梁
新
設

に
つ
い
て

・ 

一
般
県
道
岡
田
深
谷
線
の
通
行
不
能
区

間
の
早
期
開
通
に
つ
い
て

・ 

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の
４
車
線
化
に
つ

い
て

・ 
主
要
地
方
道
小
浜
綾
部
線
の
早
期
改
良

整
備
促
進
に
つ
い
て

建
設
か
ら
50
年
以
上
が
経
過
し
た
青
戸

の
大
橋
に
代
わ
る
橋
梁
の
建
設
。
岡
田
深

谷
線
早
期
開
通
へ
の
財
源
確
保
。
早
期
に

舞
若
道
４
車
線
化
。
小
浜
綾
部
線
の
早
期

完
成
に
向
け
た
財
源
確
保
を
求
め
ま
し
た
。

Report
リポート

内
閣
府

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

滝
波
参
議
院
議
員

辻
衆
議
院
議
員
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特 

集

審
議
内
容

一
般
質
問

追 
跡

活
動
報
告

緊
急
提
言
　
圃
場
へ
の
水
不
足
対
応

今
年
の
夏
は
大
変
な
猛
暑
と
雨
の
日
が

極
端
に
少
な
く
、
本
郷
地
域
の
水
釜
で
あ

る
大
津
呂
ダ
ム
で
は
貯
水
率
が
低
下
し
、

生
活
に
必
要
な
水
の
節
水
協
力
が
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
中
旬
以
降
、
佐
分
利
地
域

や
本
郷
地
域
の
農
業
用
水
と
し
て
利
用
さ

れ
る
佐
分
利
川
の
水
量
も
極
端
に
低
下

し
、
水
稲
に
必
要
な
水
が
確
保
で
き
な
い

状
態
と
な
り
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
を
緊
急
開
催

７
月
28
日
に
委
員
会
を
開
催
す
る
た
め

委
員
を
緊
急
招
集
。

ま
た
、
農
業
を
専
門
と
す
る
認
定
農
業

者
か
ら
現
状
と
課
題
を
聞
き
取
る
た
め
、

参
考
人
と
し
て
委
員
会
に
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。

参
考
人
の
意
見

■
現
状

・ 

高
温
障
害
で
稲
穂
の
葉
の
変
色
が
発
生

し
て
い
る
圃
場
が
出
て
い
る

・ 

ポ
ン
プ
で
水
を
く
み
上
げ
た
い
が
そ
の

水
が
な
い
状
態

・ 

落
水
す
る
ま
で
ま
だ
日
が
あ
り
、
一
番

水
を
必
要
と
す
る
時
期
で
あ
る

・ 

農
家
仲
間
か
ら
は
あ
き
ら
め
の
声
が
聞

こ
え
る

■
課
題

・ 

と
に
か
く
水
が
な
い
こ
と
が
一
番
の
課

題
・ 

こ
れ
か
ら
毎
年
の
よ
う
に
こ
の
よ
う
な

状
況
が
続
く
可
能
性
が
あ
る

中
塚
町
長
に
緊
急
提
言

参
考
人
か
ら
現
状
と
課
題
を
聞
き
、
委

員
会
で
協
議
を
し
た
結
果
、

佐
分
利
川
の
各
頭
首
工
付
近
の
河
床

を
深
く
掘
削
し
、
浅
層
を
流
れ
る
伏

流
水
の
活
用
を
提
言

町
の
行
動
は
素
早
く
、
翌
日
か
ら
河
床

掘
削
や
ポ
ン
プ
の
貸
し
出
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
農
業
用
水
路
に
水
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会乾

式
貯
蔵
施
設
設
置
計
画
に 

関
す
る
取
り
組
み
等
に
つ
い
て

関
西
電
力
㈱
よ
り
以
下
の
と
お
り
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

・
使
用
済
燃
料
対
策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
実

行
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
六
ケ

所
再
処
理
工
場
の
竣
工
目
標
実
現
に
向
け

た
進
捗
状
況
は
概
ね
順
調
で
あ
る
こ
と
。

・
フ
ラ
ン
ス
へ
使
用
済
燃
料
を
輸
送
す
る

輸
送
容
器
の
製
作
を
開
始
し
て
い
る
こ
と
。

乾
式
貯
蔵
施
設
設
置
計
画
に
関
す
る 

取
り
組
み

・
２
０
３
５
年
末
ま
で
に
県
外
の
中
間
貯

蔵
施
設
に
搬
出
す
る
こ
と
。

・
中
間
貯
蔵
施
設
は
２
０
３
０
年
ご
ろ
に

操
業
開
始
す
る
こ
と
。

・
搬
出
開
始
で
き
な
い
場
合
は
、
乾
式
貯

蔵
施
設
の
使
用
済
燃
料
を
発
電
所
の
プ
ー

ル
に
戻
す
こ
と
。

委
員
か
ら
は
、
プ
ー
ル
に
戻
す
こ
と
に

つ
い
て
、
反
対
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

立
地
地
域
の
振
興
や 

問
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

・
福
井
県
・
立
地
町
に
お
け
る
地
域
振
興

の
た
め
の
信
託
を
設
定
し
、
２
０
２
５
年

度
か
ら
当
面
の
間
、
毎
年
度
、
資
金
を
拠

出
す
る
こ
と
。

委
員
か
ら
は
立
地
町
以
外
に
寄
付
が
で

き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
の
要
請
が 

 

あ
り
ま
し
た
。

﹇
開
催
日
﹈
令
和
７
年
９
月
10
日

﹇
開
催
場
所
﹈ 

全
員
協
議
会
室

わ
が
国
の
地
層
処
分
の
事
業
の 

現
況
に
つ
い
て

原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
（
Ｎ
Ｕ
Ｍ

Ｏ
）
よ
り
以
下
の
と
お
り
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

地
層
処
分
と
は

・「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
」
を
人
々

の
生
活
環
境
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
、

３
０
０
ｍ
以
上
の
地
下
に
地
層
処
分
す
る
。

・
ガ
ラ
ス
固
化
体
（
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
）
の
発
生
量
は
１
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
の
原
子
力
発
電
所
を
１
年
間
運
転
す
る

と
約
30
本
発
生
す
る
。

・
４
０
，０
０
０
本
以
上
の
ガ
ラ
ス
固
化

体
を
処
分
で
き
る
施
設
を
計
画
中
。

・
文
献
調
査
を
全
国
で
10
か
所
程
度
を
見

込
み
、
精
密
調
査
を
１
〜
２
か
所
に
絞
り
、

最
終
的
に
地
層
処
分
の
適
し
た
場
所
を
１

か
所
に
絞
る
。

・
文
献
調
査
は
、
２
０
２
０
年
11
月
か
ら

は
北
海
道
寿す
っ
つ
ち
ょ
う

都
町
と
北
海
道
神か
も
恵え

内な
い
村む
ら
の

２
町
村
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
２
０
２
４

年
６
月
に
は
、
佐
賀
県
玄
海
町
で
も
文
献

調
査
が
開
始
さ
れ
た
。

・
諸
外
国
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
・
フ
ラ
ン
ス
・
ア
メ
リ
カ
）
で
は
、

処
分
地
の
選
定
が
終
了
し
て
い
る
。
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告

追 

跡

一
般
質
問

問
町
内
19
箇
所
の
投
票

所
を
６
箇
所
に
再
編

し
た
、
最
初
の
参
議
院
選
挙

の
投
票
率
は
ど
の
よ
う
に
推

移
し
た
の
か
。

答
︵
総
務
課
長
︶
当
町

の
投
票
率
は
、
70
．

79
％
と
県
平
均
の
60
．80
％

を
大
き
く
上
回
り
、
県
内
の

自
治
体
で
最
も
高
い
投
票
率

だ
っ
た
。
３
年
前
の
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
や
、
直
近
の

国
政
選
挙
の
衆
議
院
議
員
総

選
挙
と
比
較
し
て
も
、
お
よ

そ
２
〜
３
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ

た
結
果
と
な
っ
た
。

問
水
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
３
日
間
期
日
前
投

票
の
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
た
が
、そ
の
活
用
状
況
は
。

答
︵
総
務
課
長
︶
大
飯

地
域
、
名
田
庄
地

域
、
共
に
１
名
の
乗
車
だ
っ

た
。問

バ
ス
利
用
の
最
大
の

問
題
点
は
、
自
宅
か

ら
バ
ス
乗
り
場
ま
で
距
離
の

あ
る
方
は
歩
行
が
困
難
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

交
通
弱
者
対
応
や
土
日
を
含

め
た
投
票
所
ま
で
の
交
通
の

確
保
が
課
題
と
感
じ
る
。
今

後
ど
の
よ
う
な
方
策
を
検
討

す
る
か
。

答
︵
総
務
課
長
︶
限
ら

れ
た
人
的
・
社
会
的

資
源
な
ど
を
踏
ま
え
、
有
権

者
に
と
っ
て
投
票
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
向
け
、
引
き

続
き
検
討
す
る
。

消
防
団
の
再
編
計
画

と
定
員
に
つ
い
て

問
現
時
点
で
の
、
お
お

い
消
防
団
の
再
編
計

画
や
消
防
団
員
の
定
数
は
。

答
︵
町
長
︶
お
お
い
消

防
団
・
若
狭
消
防
組

合
・
本
町
の
三
者
に
よ
り
、

再
編
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。
分
団
数
の
整
理
統
合
に

よ
る
定
員
の
適
正
化
や
、
出

場
体
制
の
再
構
築
な
ど
に
つ

い
て
議
論
を
重
ね
て
い
る
。

問
春
先
の
大
船
渡
市
で

発
生
し
た
林
野
火
災

は
、
人
命
も
奪
い
住
居
も
焼

き
払
う
状
況
で
、
当
町
住
民

の
恐
怖
感
は
払
し
ょ
く
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
の
林
野
火
災

に
何
人
の
方
が
出
動
さ
れ
た

の
か
。
ま
た
、
当
町
に
お
い

て
再
編
後
の
マ
ン
パ
ワ
ー
に

不
足
は
生
じ
な
い
の
か
。

答
︵
防
災
安
全
課
長
︶

各
都
道
府
県
か
ら
延

べ
２
万
５
千
８
０
０
人
が
派

遣
さ
れ
、
自
衛
隊
や
警
察
、

近
県
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
消
火
活
動
が
行
わ
れ
た
。

定
数
削
減
が
あ
っ
た
場
合
で

も
、
著
し
い
マ
ン
パ
ワ
ー
不

足
に
は
陥
ら
な
い
と
見
込
ん

で
い
る
。

問
大
規
模
な
林
野
火
災

と
な
れ
ば
自
衛
隊
へ

県
知
事
か
ら
の
要
請
や
町
長

か
ら
の
直
接
通
知
も
必
要
と

な
る
。

　
「
林
野
火
災
注
意
報
」
の

発
令
に
つ
い
て
消
防
庁
か
ら

発
出
さ
れ
た
が
、
町
長
か
ら

は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
発

令
さ
れ
る
の
か
。

答
︵
防
災
安
全
課
長
︶

林
野
火
災
の
予
防
上

注
意
が
必
要
な
気
象
状
況
と

な
っ
た
際
、
周
辺
住
民
に
火

の
使
用
制
限
の
努
力
義
務
を

課
す
「
林
野
火
災
注
意
報
」

が
新
た
に
制
度
化
さ
れ
た
。

　
こ
の
注
意
報
や
警
報
に
つ

い
て
は
、
気
象
台
や
県
か
ら

の
情
報
を
受
け
た
市
町
村
長

が
発
令
を
行
う
こ
と
と
な
る

が
、
そ
の
具
体
的
な
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
は
、
若
狭
消

防
組
合
と
管
内
市
町
で
協
議

の
う
え
具
体
化
す
る
と
と
も

に
、
若
狭
消
防
組
合
火
災
予

防
条
例
を
一
部
改
正
（
令
和

７
年
12
月
を
予
定
）
し
、
住

民
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

身
体
能
力
維
持
用
の

運
動
器
具
の
設
置

問
自
立
歩
行
能
力
の
低

下
を
防
ぐ
た
め
の
身

体
能
力
維
持
用
の
運
動
器
具

を
、
な
ご
み
診
療
所
や
名
田

庄
診
療
所
隣
接
の
施
設
に
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
︵
い
き
い
き
福
祉
課
長
︶

高
齢
者
の
自
立
歩
行

能
力
の
低
下
を
防
ぐ
有
効
な

手
段
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
実
現
に
向
け
て
取
り
組

む
。

◥�
選
挙
投
票
所
減
少
に
よ
る
投
票
率
の
推
移
は

総
務
課
長  
県
内
の
自
治
体
で
最
も
高
い
投
票
率
だ
っ
た

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！
9
月
定
例
会
議
で
は
、
5
人
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

田
たなか

中  秀
ひでき

樹

県防災航空隊、
若狭消防連携訓練
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一
般
質
問

問
今
夏
の
水
不
足
の
状

況
と
町
の
対
応
策
及

び
、
特
に

水
稲
の
被

害
状
況
は
。

答
︵
副
町
長
︶
上
水
道

の
状
況
は
、
大
津
呂

ダ
ム
の
貯
水
率
低
下
を
受

け
、
一
日
の
必
要
配
水
量
の

う
ち
、
ダ
ム
か
ら
の
取
水
量

を
４
割
減
ら
し
、
地
下
水
の

取
水
量
を
４
割
増
や
し
て
全

体
水
量
を
確
保
し
て
い
る
。

他
の
河
川
水
及
び
地
下
水
を

水
源
と
し
て
い
る
箇
所
に
お

い
て
は
、
必
要
な
水
量
は
確

保
さ
れ
て
い
る
。
水
稲
へ
の

渇
水
対
策
と
し
て
、
佐
分
利

川
で
仮
設
ポ
ン
プ
を
６
箇
所

設
置
す
る
な
ど
、
農
業
用
水

の
確
保
に
努
め
た
。

　

水
稲
の
被

害
状
況
は
、

確
定
値
で
は

な
い
が
、
約

12
㌶
の
一
部

で
被
害
申
告

が
あ
っ
た
。

問
渇
水
に
対
す
る
、国
、

県
か
ら
の
支
援
は
。

答
︵
農
林
水
産
課
長
︶

今
回
の
渇
水
に
対

し
、
国
・
県
の
支
援
が
あ
り
、

今
後
、
農
家
組
合
な
ど
の
関

係
団
体
に
聞
き
取
り
を
行
う

予
定
。

避
難
道
路
の
整
備 

状
況
は

問
原
子
力
災
害
時
の
避

難
道
路
の
整
備
状
況

は
。答

︵
町
長
︶
舞
鶴
若
狭

自
動
車
道
の
４
車
線

化
工
事
の
う
ち
、
大
飯
高
浜

イ
ン
タ
ー
か
ら
小
浜
西
イ
ン

タ
ー
間
は
、
令
和
６
年
度
に

着
工
さ
れ
、
約
６
年
か
ら
７

年
の
工
期
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
小
浜
綾
部
線
の
工
事

は
、
盛
土
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
現
時
点
で
完
成
時

期
は
示
せ
な
い
が
、
防
災
道

路
と
し
て
重
要
な
路
線
で
あ

り
、
早
期
完
成
に
向
け
て
、

関
係
機
関
へ
要
望
し
て
い
く
。

問
避
難
道
路
の
多
重
化

と
し
て
、
県
道
岡
田

深
谷
線
の
工
事
進
捗
と
完
成

時
期
は
。

答
︵
建
設
課
長
︶
令
和

３
年
度
か
ら
事
業
化

さ
れ
、
測
量
や
調
査
業
務
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
ル
ー
ト

が
決
ま
り
次
第
、
用
地
買
収

や
詳
細
設
計

を
進
め
て
行

く
が
、
完
成

時
期
は
示
せ

な
い
。

問
新
た
な
「
青
戸
の
大

橋
」
の
建
設
は
。

答
︵
建
設
課
長
︶町
と
し

て
は
防
災
機
能
強

化
の
観
点
か
ら
必
要
不
可

欠
と
し
て
い

る
が
、県
の

方
針
は
、現

「
青
戸
の
大

橋
」か
ら
現

道
を
利
用
す

る
ル
ー
ト
と
高
浜
町
和
田
か

ら
新
大
島
ト
ン
ネ
ル
を
利
用

す
る
ル
ー
ト
に
よ
り
避
難
時

な
ど
多
重
化
さ
れ
て
い
る
と

の
認
識
で
あ
り
、整
備
に
向

け
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
状

況
に
あ
る
。

問
「
青
戸
の
大
橋
」
の

歩
道
幅
は
75
セ
ン
チ

で
あ
る
が
、
橋
梁
整
備
時
の

基
準
は
。

答
︵
建
設
課
長
︶
車
椅

子
が
２
台
通
れ
る
程

度
の
２
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て

い
る
。

旧
式
の
鋳
鉄
管
の 

更
新
は

問
上
水
道
の
旧
式
鋳
鉄

管
の
更
新
計
画
は
。

答
︵
上
下
水
道
課
長
︶

令
和
８
年
度
に
か
け

て
実
施
し
て
い
る
「
簡
易
水

道
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
」
の
中
で
、
更
新
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。

廃
船
処
理
に
対
す
る

補
助
政
策
は

問
二
年
前
の
同
僚
議
員

の
質
問
に
対
す
る
回

答
で
、
廃
船
処
理
に
対
す
る

補
助
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

と
検
討
す
る
と
な
っ
て
い
た

が
、
そ
の
後
の
経
緯
は
。

答
︵
農
林
水
産
課
長
︶

船
舶
を
廃
船
に
す
る

の
は
、
所
有
者
の
責
任
に
お

い
て
適
正
に
行
う
こ
と
が
原

則
で
あ
る
。
一
方
で
、
一
次

産
業
支
援
の
在
り
方
を
検
討

す
る
に
あ
た
り
、
大
島
漁
協

と
廃
船
処
理
に
対
す
る
支
援

も
含
め
て
協
議
し
た
結
果
、

令
和
７
年
度
か
ら
進
め
て
い

る
「
漁
家
経
営
構
造
改
善
事

業
」
で
は
、
省
エ
ネ
型
の
設

備
導
入
へ
の
支
援
を
最
優
先

に
進
め
て
行
く
と
の
結
論
に

至
っ
た
。

◥�
今
夏
の
水
不
足
の
状
況
と
対
応
は

副
町
長  �

ダ
ム
の
貯
水
量
が
低
下
し
、地
下
水
源
を
増
量
農
作
物

被
害
は
、水
稲
で
約
12
㌶
の
一
部
で
被
害
申
告
あ
り

寺
てらい

井  義
よしたか

孝

小浜綾部線盛土工事

大津呂ダム
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一
般
質
問

堤
つつみ

 　 満
みつや

也

問
運
転
免
許
証
返
納
支

援
事
業
の
更
な
る
充

実
は
。

答
︵
副
町
長
︶
公
平
性

の
観
点
か
ら
新
た
な

支
援
制
度
は
考
え
て
い
な
い

が
、
高
齢
者
の
福
祉
施
策
に

つ
い
て
、
幅
広
い
観
点
で
支

援
策
を
検
討
す
る
。

道
の
駅

問
町
内
２
箇
所
あ
る

「
道
の
駅
」
の
今
後

の
経
営
や
施
設
整
備
方
針
は
。

答
︵
商
工
観
光
課
長
︶

各
々
の
事
業
計
画
に

よ
り
運
営
す
る
が
、
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
な
ど
の
情
報

発
信
に
よ
り
、
地
元
産
品
の

販
売
促
進
や
周
遊
観
光
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
げ
た
い
。

問
道
の
駅
名
田
庄
で
は

物
販
ス
ペ
ー
ス
が
狭

く
、
地
元
農
産
物
が
屋
外
で

販
売
さ
れ
、
品
質
が
保
持
さ

れ
な
い
状
況
の
た
め
、
隣
の

休
憩
所
ス
ペ
ー
ス
を
一
部
使

用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い 

か
。

答
︵
商
工
観
光
課
長
︶

県
管
理
の
休
憩
施
設

で
あ
り
、
目
的
外
使
用
と
な

る
た
め
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

問
道
の
駅
名
田
庄
を
国

の
進
め
る
防
災
機
能

を
持
っ
た
道
の
駅
と
し
て
再

整
備
し
て
は
ど
う
か
。

答
︵
商
工
観
光
課
長
︶

「
防
災
道
の
駅
」
と

し
て
選
定
し
、
広
域
防
災
拠

点
と
し
て
の
支
援
を
行
う
制

度
の
ほ
か
各
省
に
も
補
助
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
る
の
で
、
国
や

県
と
相
談
し
な
が
ら
対
応
し

た
い
。

障
が
い
児
福
祉 

サ
ー
ビ
ス

問
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、
町

内
に
お
け
る
対
象
児
童
数
や

町
外
利
用
の
実
態
は
。

答
︵
い
き
い
き
福
祉
課
長
︶

対
象
の
方
は
17
名

で
、
当
町
と
小
浜
市
、
高
浜

町
で
構
成
す
る
「
若
狭
地
区

障
が
い
児
・
者
自
立
支
援
協

議
会
」
に
お
い
て
状
況
把
握

し
広
域
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
事
業
所
が
少
な
い
た

め
利
用
希
望
回
数
を

調
整
し
て
い
る
と
聞
く
が
、

ど
う
か
。

答
︵
い
き
い
き
福
祉
課
長
︶

現
在
は
、
町
に
対
し

て
利
用
回
数
の
調
整
を
求
め

る
よ
う
な
報
告
は
な
い
。

問
町
内
に
身
近
に
利
用

で
き
る
事
業
所
が
必

要
と
考
え
る
が
、
今
後
の
事

業
所
設
置
や
事
業
者
支
援
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。答

︵
い
き
い
き
福
祉
課
長
︶

今
後
も
広
域
で
取
り

組
む
が
、
事
業
所
の
抱
え
る

人
材
育
成
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
つ
い
て
支
援
を
進
め

る
。お

お
い
町
総
合
計
画

問
「
第
２
次
お
お
い
町

総
合
計
画
」※
が
来

年
度
に
期
間
満
了
を
迎
え
る

が
、
現
行
計
画
の
成
果
と
課

題
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の

か
。答

︵
町
長
︶
子
育
て
支

援
や
教
育
環
境
の
充

実
に
よ
り
、
合
計
特
殊
出
生

率
は
県
内
で
最
も
高
く
、
全

国
で
は
25
位
と
な
っ
た
。
ま

た
、
各
種
の
施
策
の
推
進
に

よ
り
、
人
口
減
少
を
一
定
程

度
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
産
業
振
興
と
し
て
雇
用
確

保
に
努
め
「
し
ご
と
み
ら
い

産
業
団
地
」
に
、
第
１
号
と

な
る
企
業
の
進
出
が
決
定
し

た
。
防
災
・
安
全
・
安
心
の

分
野
に
お
い
て
も
、
一
定
の

前
進
が
見
ら
れ
た
。
課
題
は
、

東
京
一
極
集
中
に
よ
り
都
市

と
の
生
活
基
盤
の
格
差
が
拡

大
し
、〝
人
口
減
少
へ
の
対

策
は
待
っ
た
な
し
〞
の
状
況

で
あ
り
、
町
の
持
続
と
繁
栄

に
向
け
挑
戦
し
続
け
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

◥�
運
転
免
許
証
返
納
支
援
事
業
の
更
な
る
充
実
は

副
町
長  �

当
該
事
業
に
限
ら
ず
、幅
広
く
高
齢
者
の
支
援
施
策
を

検
討
す
る

道の駅うみんぴあ大飯

道の駅名田庄

※
第
２
次
お
お
い
町
総
合
計
画

　

町
の
課
題
に
住
民
と
行
政
が
協

働
し
、
よ
り
良
い
お
お
い
町
を
目

指
し
、
１
０
年
後
に
お
け
る
町

の
将
来
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
示
し

た
「
基
本
構
想
」
と
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
「
基
本
計
画
」
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。（
計
画
期
間
は
２
０

１
７
〜
２
０
２
７
）
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尾
おだに

谷  和
かずえ

枝

問
原
子
力
政
策
で
、
脱

炭
素
効
果
の
高
い
電

源
の
最
大
限
活
用
と
、
廃
炉

建
て
替
え
方
針
が
示
さ
れ
た

が
。答

︵
町
長
︶
第
７
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

で
は
、
現
実
的
で
明
確
な
原

子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
示

さ
れ
た
と
受
け
止
め
て
い

る
。
半
世
紀
に
わ
た
り
国
策

に
協
力
し
て
き
た
立
地
町

の
、
リ
ス
ク
と
背
中
合
わ
せ

に
生
活
す
る
住
民
の
安
全
安

心
の
確
保
を
最
優
先
の
う

え
、
確
実
に
遂
行
さ
れ
る
よ

う
、
国
・
事
業
者
等
関
係
機

関
に
、
強
力
に
発
信
や
要
請

な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

問
美
浜
発
電
所
の
革
新

軽
水
炉
の
地
質
調
査

が
発
表
さ
れ
た
。
他
所
も
同

時
並
行
的
に
調
査
の
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

答
︵
町
長
︶
大
飯
発
電

所
も
1
・
2
号
が
計

画
的
で
は
な
い
廃
炉
に
至
っ

て
い
る
。
検
討
や
発
言
は
理

解
し
て
い
る
が
、
必
要
な
ら

ば
、
施
設
容
量
や
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
明
確
に
示
し
、
国

が
前
面
に
立
っ
て
発
信
す
る

べ
き
で
、
事
業
者
、
国
の
議

論
を
注
視
し
て
い
く
。

県
内
原
発
立
地
地
域
の

将
来
像
を
議
論
す
る
共

創
会
議
に
つ
い
て

問
共
創
会
議
に
お
い

て
、
避
難
道
５
路
線

が
事
業
明
記
さ
れ
た
。
既
に

事
業
化
さ
れ
て
い
る
県
道
で

な
く
、
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
事

業
を
載
せ
て
は
。

答
︵
町
長
︶
町
と
し
て

は
多
重
化
が
必
要

で
、
且
つ
ア
ク
セ
ス
道
路
と

し
て
の
位
置
づ
け
も
大
き
い

２
路
線
を
進
め
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
る
。
県
道
小
浜
綾

部
線
・
県
道
岡
田
深
谷
線
の

未
改
良
区
間
な
ど
の
工
事
は

加
速
化
す
る
と
期
待
し
て
い

る
。

第
２
青
戸
の
大
橋
は
、
ハ
ー

ド
ル
は
高
い
が
、
タ
イ
ミ
ン

グ
を
見
極
め
し
っ
か
り
と
申

し
上
げ
て
い
く
。

問
事
業
者
か
ら
の
新
た

な
寄
付
の
仕
組
み
が

公
表
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

の
所
感
は
。

答
︵
町
長
︶
立
地
地
域

の
振
興
や
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
に
対
し

て
、
継
続
的
に
寄
付
が
行
わ

れ
る
こ
と
は
、
原
子
力
基
本

法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
事
業

者
の
責
務
を
果
た
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
点
に
お
い
て
評

価
で
き
る
。

問
寄
付
の
使
途
は
、
共

創
会
議
が
主
だ
が
、

立
地
市
町
以
外
へ
の
目
的
外

使
用
と
さ
れ
な
い
か
。

答
︵
町
長
︶
寄
付
は
立

地
市
町
の
振
興
・
課

題
解
決
に
向
け
使
用
す
る
も

の
と
認
識
し
て
お
り
、
他
に

流
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン・未
来

創
生
戦
略
に
つ
い
て

問
子
ど
も
・
子
育
て
応

援
日
本
一
を
標
榜
し

て
き
た
効
果
と
、
今
後
の
方

針
は
。

答
︵
町
長
︶
当
町
の
合

計
特
殊
出
生
率
は

1
・
91
で
、
全
国
25
位
で
前

回
の
49
位
か
ら
順
位
を
上
げ

た
。
若
年
女
性
人
口
減
少
率

も
10
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、
消

滅
可
能
性
自
治
体
か
ら
の
脱

却
を
果
た
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
子
ど
も
・
子

育
て
応
援
日
本
一
」
を
目
標

に
掲
げ
、
結
婚
か
ら
妊
娠
、

出
産
、
大
学
卒
業
ま
で
の
、

子
育
て
全
世
代
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
、
移
住
定
住
支
援

や
小
中
学
校
の
学
習
環
境
整

備
な
ど
、
多
角
的
に
実
施
し

「
子
育
て
し
や
す
い
町
」
と

し
て
実
感
や
認
識
が
深
ま
り

数
字
と
し
て
表
れ
た
と
認
識

し
て
い
る
。

　
国
に
お
い
て
は
、
人
口
減

少
や
東
京
圏
の
一
極
集
中
な

ど
、
国
全
体
で
戦
略
的
に
地

域
間
格
差
の
な
い
社
会
に
す

る
こ
と
が
最
優
先
さ
れ
る
べ

き
。

　
町
と
し
て
は
、
３
月
に
策

定
し
た
第
３
次
お
お
い
町
未

来
創
生
戦
略
や
Ｄ
Ｘ
を
推
進

し
、
都
市
と
の
格
差
是
正
や

一
次
産
業
を
中
心
と
し
た
産

業
の
成
長
化
に
つ
な
げ
て
い

く
。

◥�
立
地
町
か
ら
原
子
力
政
策・建
て
替
え
の
方
針
は

町
長	�


大
飯
1・2
号
機
の
廃
炉
で
町
内
の
経
済
が
半
減
し
て
い

る
。よ
り
高
い
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、事
業
者

と
国
の
議
論
を
注
視
す
る

第３次
おおい町

未来創生戦略

令和７年３月
福井県 おおい町

令和７年度～令和11年度

概要版

共創会議の様子
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一
般
質
問

猿
さるはし

橋 　  巧
たくみ

問
大
飯
発
電
所
に
お
け

る
飛
行
物
体
へ
の
対

応
は
。

答
︵
町
長
︶
本
年
７
月

26
日
に
ド
ロ
ー
ン
と

み
ら
れ
る
３
つ
の
光
る
物
体

が
玄
海
発
電
所
の
敷
地
内
に

侵
入
し
た
。
本
町
に
お
い
て

も
、
今
回
の
よ
う
な
事
案
に

対
す
る
更
な
る
対
応
の
強
化

に
つ
い
て
速
や
か
に
事
業
者

や
原
子
力
規
制
庁
と
情
報
共

有
を
図
る
と
と
も
に
、
関
西

電
力
森
社
長
に
、
直
接
、
確

認
と
要
請
を
行
っ
た
。

問
原
子
力
災
害
指
針
の

改
定
で
、
屋
内
退
避

の
運
用
が
見
直
さ
れ
た
。
当

町
の
耐
震
診
断
・
補
強
工
事

は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
︵
建
設
課
長
︶
現
時

点
で
の
本
町
の
耐
震

化
率
は
66
．5
％
と
、
ま
だ

対
策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
住

宅
も
多
い
が
、
そ
の
多
く
は

高
齢
の
方
が
所
有
す
る
住
宅

や
空
き
家
と
推
察
さ
れ
る
と

と
も
に
、
耐
震
改
修
に
係
る

費
用
負
担
な
ど
の
理
由
か

ら
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。

選
挙
公
報・投
票
の

あ
り
方

問
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示

板
と
投
票
所
削
減
に

伴
う
選
挙
権
の
行
使
の
た
め

の
環
境
づ
く
り
は
。

答
︵
総
務
課
長
︶
投
票

所
の
再
編
に
あ
た

り
、
有
権
者
の
中
に
は
投
票

所
が
遠
方
と
な
る
方
や
こ
れ

ま
で
か
ら
ご
不
便
を
か
け
て

る
状
況
を
踏
ま
え
、
期
日
前

投
票
期
間
の
最
終
週
に
送
迎

バ
ス
を
運
行
し
た
ほ
か
、
一

部
の
投
票
所
で
は
、
ス
リ
ッ

パ
の
履
き
替
え
を
せ
ず
に
投

票
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
に
努
め
た
。
広
報
に
つ
い

て
も
チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
、

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

有
線
放
送
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
媒
体
を
組
み
合
わ
せ
て
有

権
者
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
を

し
た
。

会
計
年
度
任
用 

職
員
制
度
の
検
討
が

必
要
で
は

問
会
計
年
度
任
用
職
員

の
比
率
の
現
状
は
。

答
︵
副
町
長
︶
令
和
７

年
４
月
１
日
現
在
で

１
７
３
人
と
計
画
の
１
７
８

人
に
満
た
な
い
人
員
と
な
っ

て
い
る
。

　
職
員
全
体
に
占
め
る
会
計

年
度
任
用
職
員
の
割
合
は
、

令
和
７
年
４
月
１
日
現
在

で
43
．3
％
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
の

42
．1
％
と
比
べ
、
1
．2
ポ

イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
。

問
正
職
員
比
率
を
上
げ

る
こ
と
が
必
要
で
は
。

答
︵
副
町
長
︶
将
来
的

な
人
員
構
成
や
財
政

状
況
、
業
務
の
継
続
性
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
し
な
が

ら
、
中
長
期
的
な
視
点
で
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

水
不
足
へ
の 

今
後
の
対
応
は

問
ダ
ム
・
水
源
地
下
水

量
は
十
分
だ
っ
た
の

か
。答

︵
上
下
水
道
課
長
︶

本
郷
地
区
の
簡
易
水

道
対
策
と
し
て
大
津
呂
ダ
ム

か
ら
の
取
水
量
を
１
日
当
た

り
約
１
０
０
０
㎥
か
ら
約
５

０
０
㎥
に
減
ら
す
と
と
も

に
、
岡
田
地
下
水
源
か
ら
の

取
水
量
を
１
日
当
た
り
約
５

０
０
㎥
か
ら
約
１
０
０
０
㎥

に
増
や
す
こ
と
で
全
体
と
し

て
の
水
量
を
確
保
し
て
い
る
。

問
今
後
も
異
常
気
象
が

毎
年
続
く
と
予
想
さ

れ
る
が
、
新
た
な
水
源
と
汲

み
上
げ
ポ
ン
プ
や
貯
水
タ
ン

ク
の
建
設
が
必
要
で
は
。

答
︵
上
下
水
道
課
長
︶

新
た
な
水
源
に
つ
い

て
は
、
岡
田
地
係
の
２
箇
所

で
、
適
正
水
量
は
１
日
当
た

り
約
５
０
５
㎥
ま
た
、
大
津

呂
浄
水
場
内
の
３
箇
所
の
水

源
で
５
２
０
㎥
の
合
計
１
，

０
２
５
㎥
の
水
源
に
つ
い
て

今
後
、
利
用
が
可
能
か
ど
う

か
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

新
た
な
貯
水
タ
ン
ク
は
、
地

下
水
源
の
検
討
を
は
じ
め
、

複
合
的
な
対
策
を
考
え
る
必

要
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
、

建
設
す
る
考
え
は
な
い
。

◥�
大
飯
発
電
所
に
お
け
る
飛
行
物
体
へ
の
対
応
は

町
長	�


対
応
の
強
化
に
つ
い
て
要
請
し
た

おおい町役場

大津呂ダム
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特 

集

審
議
内
容

活
動
報
告

一
般
質
問

追 
跡

追跡!追跡!
一般質

問の行
方

一般質
問の行

方

議会だよりでは、定例会議での一般質問の要旨を掲載して議会だよりでは、定例会議での一般質問の要旨を掲載して
います。議員からの提案などがどのように町政に反映されたいます。議員からの提案などがどのように町政に反映された
かを、追跡調査してみました。かを、追跡調査してみました。

あれからどうなったの？

猿用大型檻の設置により猿の被害が減少し、
効果があることから町内各地区に設置してはど
うか。 （令和6年12月　堤 満也 議員）

猿用大型捕獲檻を各地
域に設置すべきでは

それぞれの地区内で設置場所の確保や日常監
視体制などの協議が整えば町として対応したい。

地区からの設置要請が
あれば対応したい

集落内で、設置場所や日常監視体制の協議が整
い集落要請により設置されることになりました。

名田庄三重区の下三重
集落に設置されること
になった

どうなった?

農林水産課長答弁

設置予定の捕獲檻 設置予定箇所【名田庄三重区】

有害鳥獣による農作物被害が増大し、農業経
営に深刻な影響を及ぼしていることや高齢者の
楽しみを奪うなど、さまざまな悪影響があり、そ
の対策の充実が求められています。

●おおい町議会では国へさまざまな要望活動を
行っていますが、鳥獣被害対策の効果的な対
策の強化や充分な財源の確保について昨年度
に引き続き要請をしました。

●町の対策として山際の侵入防止柵設置や維持、
耕作者への侵入防止柵設置助成、追い払い活
動の支援、被害対策実施隊の設置による駆除
がありますが、充分とは言えません。

●名田庄三重区が猿用大型捕獲檻の設置を区内
の各集落に呼びかけたところ、同区の下三重
集落において協議が整い、設置することになり、
本年秋頃に設置される予定です。

●今後も各地域住民が主体となった獣害被害対
策とあわせて、さまざまな施策による獣害対
策の充実を進めなければなりません。

有害鳥獣
対応状況
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●
発
　
　
　
行
：
福
井
県
お
お
い
町
議
会

●
発
行
責
任
者
：
議
長
 
原
田
和
美

●
編
　
　
　
集
：
広
報
特
別
委
員
会

おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。
次回の定例会議は12月です。傍聴について詳しくは議会事務局（77-4060）までお問い合わせください。

会　期：12月2日から12月19日まで（18日間）
本会議：12月2日（議案提案理由説明）、12月12日（一般質問）、12月19日（採決）
委員会： 予算決算常任委員会（12月2日） 

総務・産業建設常任委員会（12月3日） 
台湾友好交流促進・原子力発電対策特別委員会（12月5日）

12月
定例会議の

予定

●

編
集
後
記
●

残
暑
厳
し
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

町
民
の
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で

と
申
し
ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
の
影

響
に
よ
り
現
実
と
合
わ
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

今
年
の
夏
は
、
猛
暑
が
続
き
、
雨

の
降
ら
な
い
日
が
多
く
、
節
水
や
農

作
物
の
生
育
な
ど
日
常
生
活
に
も
影

響
が
で
ま
し
た
。

今
号
の
特
集
は
、
町
の
決
算
報
告

で
す
。
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く

ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
い
ま
す
。
町
の

お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る

の
か
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

広
報
委
員
会
で
は
、
広
報
紙
の
研

修
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
よ
り
皆
様
に
分

か
り
や
す
く
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ

り
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

 

（
中
西　
記
）

·
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長 

細
川　
正
博

副
委
員
長 

中
西　
秀
和

委　
　
員 

堤　
　
満
也

　
　
〃 

田
中　
秀
樹

　
　
〃 

高
本　
和
良

　
　
〃 

寺
井　
義
孝

書　
　
記 

山
口　
将
史

　

今
回
は
佐
分
利
保
育
園
の

５
歳
児
さ
ん
た
ち
で
す
。

は
じ
め
に  

園
の
紹
介

🅠 

教
育
や
保
育
の

目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

🅐 

「
強
い
子
、元
気
な
子
」と
し

て
、サ
ッ
カ
ー
教
室
や
マ
ッ
ト
教
室
、

水
泳
指
導
で
健
や
か
な
体
づ
く
り
に
力

を
入
れ
て
お
り
、英
会
話
や
習
字
、幼

児
画
指
導
に
も
力
を
入
れ
、子
供
た
ち

の
可
能
性
を
伸
ば
し
た
い
で
す
。

🅠 

独
自
の
取
り
組
み
な
ど
は
あ
り

ま
す
か
。

🅐 

地
域
の
方
々
や
保
護
者
会
、保

護
者
会
歴
代
会
長
や
卒
園
し
た
小
学

生
と
協
力
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

🅠 

小
学
生
と
の
取
り

組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

🅐 

卒
園
し
た
小
学
生
た
ち
と
夏
の

キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い
ま
す
。そ
れ
以
外

で
も
保
育
園
に
よ
く
遊
び
に
来
て
く
れ

て
に
ぎ
や
か
で
す
。

取
材
に
行
っ
た
日
は
大
飯
地
域
の
合
同
運

動
会
前
で
忙
し
い
中
、
先
生
に
は
快
く
対
応

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

佐
分
利
保
育
園
独
自
の
保
育
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

次
回
は
本
郷
こ
ど
も
園
の
紹
介
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

佐
分
利
保
育
園

5
歳
児 
さ
ん

🅠 

運
営
面
で
困
っ
た
こ
と
や
工

夫
し
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

🅐 

保
育
士
さ
ん
の
な
り
手
不
足

で
先
生
の
確
保
に
苦
労
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
工
夫
し
て
い
る
点
は
、
子
ど
も

た
ち
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
空

調
機
器
な
ど
は
こ
ま
め
に
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職

場
内
で
話
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

もちつき大会

小学生と夏のキャンプ

いろんな
おみせ

が

あるな～

なにから
あそぶか

まよっち
ゃうよ

つぎはなんだっけ？

きもちい～ね

夜店祭
り

おにいちゃん
おねえちゃん
といっしょ
たのしいな～

それペッたん
ぺったん
つぎはボクの
ばんだ

じょうずにかけたよ

夏のキャンプ
サイコー！
保育園時代を
思い出すよ

バランス
むずかしいな

い
く
ぞ
～
！

えい
！

う～ん
あがれ～

えいご

たのしい
な～

よいしょ～!


